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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成27年９月28日に「平成27年８月期決算短信[日本基準]（連結）」の中で公表いたしました平成28年８

月期の第２四半期累計期間および通期の業績予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 
● 業績予想の修正について 
 
平成28年８月期第２四半期(累計)連結業績予想数値の修正（平成27年９月１日～平成28年２月29日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する  

四半期純利益 

1株当たり  

四半期純利益

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

36,100 

百万円

590 

百万円

620 

百万円 

290 

円 銭

23.54 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 34,210 △309 △273 △388 △31.57 

増  減  額 （ Ｂ－Ａ ） △1,889 △899 △893     △678 ― 

増  減  率 （   ％   ） △5.2％ ― ― ― ― 

(ご参考）前期第２四半期実績 

（平成27年８月期第２四半期）
 34,587 458 508 225 18.33 

 

平成28年８月期通期連結業績予想数値の修正（平成27年９月１日～平成28年８月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する  

当期純利益 

1株当たり  

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

76,300 

百万円

2,560 

百万円

2,620 

百万円 

1,400 

円 銭

113.63 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 73,500 1,560 1,635 710 57.63 

増  減  額 （ Ｂ－Ａ ） △2,800 △1,000 △985   △690 ― 

増  減  率 （   ％   ） △3.7％ △39.1％ △37.6％      △49.3  ― 

(ご参考）前期実績 

（平成27年８月期） 
 72,360 2,358 2,461 1,242 100.85 
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平成28年８月期第２四半期(累計)個別業績予想数値の修正（平成27年９月１日～平成28年２月29日） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益

1株当たり  

四半期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

32,200 

百万円

700 

百万円

380 

円 銭 

30.84 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 30,708 △15 △124 △10.13 

増  減  額 （ Ｂ－Ａ ） △1,491 △715 △504 ― 

増  減  率 （   ％   ） △4.6％ ― ― ― 

(ご参考）前期第２四半期実績 

（平成27年８月期第２四半期）
30,855 613 331 26.94 

 
平成28年８月期通期個別業績予想数値の修正（平成27年９月１日～平成28年８月31日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
百万円

68,000 

百万円

2,680 

百万円

1,470 

円 銭 

119.31 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 65,800 1,840 960 77.92 

増  減  額 （ Ｂ－Ａ ） △2,200 △840 △510 ― 

増  減  率 （   ％   ） △3.2％ △31.3％ △34.7％ ― 

(ご参考）前期実績 

（平成27年８月期） 
64,441 2,586 1,406 114.20 

 

修正の理由 
 記録的な暖冬により、冬物衣料、雑貨全般の販売が不振となったことに加え、1 月中旬までまとまった積雪

が無く、スキー場のオープンが遅れたことによりウインタースポーツ市場が大きく影響を受けました。 
このような状況下、販売費及び一般管理費について店舗運営費用全般の見直し、抑制を実施いたしました 

が、売上総利益高の減少を補うまでには至らず、期初に発表した業績予想を下回る見通しとなりました。 
 
 
 
※ 上記の予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は

今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以 上 


